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令和８年度の日本精神科医学会学術教育研修会�
作業療法士部門は，「くらしを支える作業療法―
精神科作業療法士が生き残るヒント―」をテーマ
に，令和８年７月 18 日（土）～ 19 日（日）の２
日間にわたり，長野県支部の主催により，サント
ミューゼ（上田市交流文化芸術センター）で開催
され，全国から 86 名の受講者が参加した。

開講式では，日精協�長野県支部�支部長�遠藤謙
二先生による開講挨拶に続き，日本精神科医学会�
学会長�山崎學会長，上田市長�斉藤達也氏（代理�
上田市副市長�小相澤隆幸氏）より挨拶をいただ
いた。

最初に，山崎學会長による「精神科医療を取り
巻く環境の変化」と題する講演が行われた。精神
保健福祉行政の約 200 年にわたる歴史を振り返り
ながら，法制度や治療の進歩，人権擁護の歩みに
ついて解説された。また，精神科病院の病床利用
率の低下や推計稼働病床数が基準病床数を下回る
現状など，精神保健福祉を取り巻く最新の動向が
示された。さらに，精神科医療に対する社会的偏
見にも触れ，精神科では精神保健福祉法に基づく
厳格な要件のもと身体的拘束が実施されている一
方で，一般医療における身体拘束のあり方につい
ても課題が提起された。退院促進が進む一方で，
精神障害者の就労環境や障害年金制度など地域生
活を支える社会基盤の課題，少子高齢化や家族形
態の変化など社会構造の変容についても言及され，
財務省の示す情報だけにとらわれず，多角的な視
点から本質を見極める姿勢の重要性が強調された。
我が国の精神科医療の過去・現在・未来を俯瞰す
る示唆に富んだ講演であった。

講演①では，帝京平成大学大学院�臨床心理学
研究科�教授�安西信雄先生より，「長期在院患者

の退院・地域移行を支える精神科作業療法―意欲
を引き出し対人スキルを高める支援を考える―」
と題した講演が行われた。長期入院中の重症・慢
性期患者を対象とした心理社会的リハビリテー
ションの重要性と精神科作業療法の新たな役割が
紹介された。作業療法士には集団作業療法に加え，
患者一人ひとりの希望やその人らしい生活を支え
る専門職としての役割が期待されている。メンタ
ライジングの視点を取り入れた個別面接は，患者
理解を深めるだけでなく，職員への相談行動や
SST（Social�Skills�Training）への参加につなが
るなど，その有効性が示された。集団作業療法と
個別面接を組み合わせることで，さらなる治療効
果の向上が期待される内容であった。

講演②では，京都橘大学�健康科学部作業療法
学科�准教授�真下いずみ先生より，「ひきこもり
の現状と地域支援の実際―作業療法士は何ができ
るのか―」と題した講演が行われた。ひきこもり
を「安心・安全を保つために本人が選択した生活
様式」と捉え，是正を急がず信頼関係を構築する
ことの重要性が示された。また，好きなことや得
意なことを活用した低侵襲な支援やアセスメント
の有用性が紹介された。作業療法士は家庭支援か
ら訪問・個別支援，居場所支援，就労支援まで段
階的に関与できる専門職であり，地域におけるひ
きこもり支援体制への積極的な参画の重要性が示
された。

講演③では，一般社団法人�長野県作業療法士
会�会長，一般社団法人�Yerette�多機能型支援セ
ンター Yerette�代表�荒井留美子先生より，「起業
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することで可能になる地域作業療法」と題した講
演が行われた。現行制度のみでは十分な支援が届
かない人々への支援を実現するため，起業という
選択肢を通じた地域作業療法の実践が紹介された。
義務教育終了後から成人期まで支援が途切れやす
い現状を踏まえ，切れ目のない地域支援体制の重
要性が強調されたほか，多機能型支援センター開
設までの具体的な準備など，実践的な内容が紹介
された。

１日目の日程終了後には懇親会が開催され，全
国から集まった受講者同士が親睦を深めた。真田
十勇士の演舞を鑑賞しながら上田市の伝統文化に
も触れ，終始和やかな雰囲気の中で交流が行われ
た。

２日目には，「精神科作業療法の現在地とこれ
からの進むべき方向」をテーマにシンポジウムが
開催され，３名のシンポジストが登壇した。

シンポジスト①では，杏林大学�保健学部リハ
ビリテーション学科作業療法学専攻�准教授，日
本作業療法士協会�常務理事�早坂友成先生が講演
を行った。作業療法士が生涯にわたり専門性を発
揮できる環境整備の必要性が示され，令和８年５
月に医療・介護・障害福祉を横断する「リハビリ
テーション統括調整室」が設置されたことが紹介
された。一方で，給与水準の伸び悩みや会員数の
減少，養成校の定員割れなど，人材確保・育成に
関する課題も提示された。また，精神科医療ニー
ズの高まりを踏まえ，卒後教育の充実や精神障害
にも対応した地域包括ケアシステムの構築の必要
性が示された。さらに，集団作業療法への参加頻
度が高い患者ほど退院後の社会参加が促進される
ことが報告され，地域生活を支える精神科作業療
法の意義が改めて示された。

シンポジスト②では，社会医療法人崇徳会田宮
病院�地域支援事業部副部長・作業療法士�菊入恵
一先生より，全国 111 名の精神科作業療法士を対
象としたアンケート調査結果が報告された。他職
種からは社会参加支援や就労支援への期待が寄せ
られる一方，患者側の参加動機は「暇だから」

「落ち着かないから」といった理由が多く，双方
の認識に乖離があることが示された。作業療法士

には，その両者をつなぐ役割が求められることが
示唆された。また，コロナ禍や患者の高齢化によ
り外出訓練が減少している現状が報告され，地域
移行支援のさらなる充実が課題として挙げられた。
待遇や学習機会への課題がある一方で，７割以上
が現在の職場で長く働きたいと回答しており，継
続的な待遇改善や人材育成の必要性が示された。

シンポジスト③では，信州大学�名誉教授�冨岡
詔子先生が，40 年以上にわたる臨床経験をもとに，
精神科作業療法に必要な７つの条件について講演
された。患者との長年にわたる実践から得られた
知見は現在の精神科医療においても普遍性を有す
る示唆に富んだ内容であった。また，職員が安心
して試行錯誤できる職場環境が，専門職としての
成長を支える基盤となることが示され，組織にお
ける環境づくりの重要性が強調された。患者の無
力感に寄り添う姿勢や，職能団体・学術団体への
参加を通じた専門職としての倫理観・資質の向上
についても述べられた。さらに，個別作業療法の
重要性，事例検討や多施設共同研究によるエビデ
ンス構築，研究能力を有する作業療法士が活躍で
きる体制整備など，精神科作業療法のさらなる発
展に向けた提言が示された。

全体を通して，精神科作業療法は病院内での集
団活動にとどまらず，個別支援，地域生活支援，
地域づくりへと役割を広げ，その専門性がますま
す求められていることが示された。また，人材育
成，研究活動，地域連携など，今後の精神科作業
療法の発展に向けた方向性が具体的に提示され，
参加者にとって多くの学びと示唆を得る有意義な
学術教育研修会となった。

閉講式では，日本精神科医学会より受講者代表
へ受講証書が授与されるとともに，開催に尽力し
た長野県支部へ感謝状が贈呈された。日本精神科
医学会より開催への謝辞が述べられ，最後に日精
協�長野県支部�支部長�遠藤謙二先生による閉講挨
拶をもって，２日間にわたる全日程を終了した。

本研修会の企画・運営にご尽力いただいた長野
県支部の皆様に，心より感謝申し上げる。
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